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依存症は誰でもなりえる可能性がある怖い病気です 

 

アルコール依存症 

依存症になると一時の快楽の事しか考えなくなります。 

 

目が覚めている間、常にアルコールに対する強い渇望感が生じる。 

強迫的飲酒が進んでくると、常にアルコールに酔った状態・体内にアルコ

ールがある状態を求め、調子が出ないと思ったりして、目が覚めている間、

飲んではいけない時（勤務中や医者から止められている時など）であろう

とずっと飲酒を続けるという「連続飲酒発作」がしばしば起こることがある。

会社員など、昼間に人目のつく場所で飲酒ができない場合、トイレなどで

隠れて飲酒をする例がある。さらに症状が進むと身体的限界が来るまで

常に「連続飲酒」を続けるようになり、体がアルコールを受け付けなくなる

としばらく断酒し、回復するとまた連続飲酒を続けるというパターンを繰り

返す「山型飲酒サイクル」に移行することがある。ここまで症状が進むとか

なりの重度である。 

飲酒を自分の意志でコントロールできない。 

”人がアルコールを含む飲み物を切望し、その飲酒を制御することができ

ない慢性疾患”、「強迫的飲酒」とは以下のような状態である。少量のア

ルコールの摂取によっても脳が麻痺してしまい、飲み始めたら、その後の

飲酒の制御がほぼ不可能となるような状態である。 

アルコール依存症の人も、適量のアルコールで済ませておこうとか、今日

は飲まずにいようかと考えていることは多い。しかし、飲み始めてしまうとア

ルコールの作用の方を選んでしまう。また、アルコールを長期的に飲まな

いことの利益は多いが、アルコールの影響で誤った思考や判断となったり、

目先の快感の方を選択してしまう。このように繰り返されることで、状況が

悪化し症状も進行するとは思っていないため、必要性を見出せず、明確な

禁酒の意志を持つことができず、アルコールによる快感を選択してしまう。

そして、飲み始めたら酩酊するまで飲んでしまう。 

飲酒で様々なトラブルを起こし後で激しく後悔するも、それを忘れようとま



た飲酒を続ける。 

社会的または職業的機能に深刻な障害を引き起こす、飲酒パターンを特

徴、飲酒量が極端に増えると、やがて自分の体を壊したり（内臓疾患な

ど）、社会的・経済的問題を引き起こしたり、ドメスティック・バイオレンスな

ど家族とのトラブルを起こしたりするようになる。それでさらにストレスを感

じたり、激しく後悔したりするものの、その精神的苦痛を和らげようとさらに

飲酒を繰り返す。このように自分にとっての損失が強くなっているにもかか

わらず飲酒し続ける行動を「罰への抵抗」と呼ぶ。 

 

振戦せん妄 

離脱症状（退薬・禁断症状）が出る。 

アルコール摂取を中断した際、様々な症状が生じる。軽いものであれば、

頭痛、不眠、イライラ感、発汗、手指や全身の震え（振戦）、眩暈、吐き気な

どがあるが、重度になってくると「誰かに狙われている」といった妄想や振

戦せん妄、痙攣発作（アルコール誘発性てんかん）なども起こるようになる。

幻覚（幻視・幻聴）も頻繁に起こる症状で、小さな虫のようなものが見えた

り、いるはずのない人が見えたり、耳鳴りや人の声が聞こえたりと症状は

患者によって様々であるが、幻覚を全く経験しない人も多くいる。患者にと

ってこれらは苦痛であるため、それから逃れるために飲酒をすることになる。 

また、急性期の離脱症状を過ぎた後でも、怒りっぽくなったり、抑うつ状態

になったりするなどの情動性の不安定な遷延性離脱症候群とよばれる状

態が数か月続く場合がある。 

耐性の増大。 

アルコール依存症、アルコール使用障害とは、主に飲酒によるアルコール

摂取で引き起こされる薬物依存症の一種。飲酒によって得られる精神的、

肉体的な薬理作用に強く囚われ、自らの意思で飲酒行動をコントロール

できなくなり、強迫的に飲酒行為を繰り返す精神障害である。以前は慢性

アルコール中毒、慢性酒精中毒などと呼ばれていたこともある。 
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